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仲 間と手 を む す び
い き い き 人 生

NO.96

※会員の皆様へお願い…住所を変更された時は事務局までご一報を。

・総会案内� ❶
・総会議案� ❷〜❺
　２０１１年度経過及び決
算報告／同監査報告
／２０１２年度活動方針
案／長寿祝い制度新
設と弔慰金制度の廃
止案／２０１２年度予算
案
・カナダ・ウイスラー
スキー旅行� ❺

・会員紹介・辻村博さ
ん／『合同句集こだ
ま』第３集発行� ❻
・歴史散策／絵手紙／
予告� ❼
・早春の梅見ハイキン
グ／こだま俳壇� ❽

神奈川県
職 労 連 退職者こだま会第２８回定期総会のご案内

　みなさん、いかがお過ごしですか。第２８回定期総会を開催します。
この１年をふりかえり、新しい運動方針をみんなで作っていきましょ
う。総会終了後は懇親会を開きます。場所は、横浜駅西口『高島屋』
近くの『Foodiun Bar　一瑳　横浜店』（フードディアン・バー・いっさ・
横浜駅西口三栄ビル７階　０４５－３１７－１１３６）で、会費は２０００円。なお、
総会と懇親会の会場が変わりましたので、お間違いのないようにして
ください。出欠は同封のハガキで６月１０日必着でお願いします。

とき  ６月２３日（土）
１０時３０分〜１３時

ところ  かながわ県民センター３階３０１号室
（横浜駅西口徒歩５分）＊会場・時間が変わりましたのでお間違いなく

六
月
の
円
覚
寺
（
青
沼
慶
祐
さ
ん
の
作
品
）
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神
奈
川

県
職
労
連

退
職
者
こ
だ
ま
会
第
２８
回
定
期
総
会
議
案

Ⅰ　

は
じ
め
に

　

東
日
本
大
震
災
で
は
死
者
・
行
方
不
明

者
１
万
９
千
余
人
、
災
害
復
旧
は
い
ま
だ

に
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
福
島

原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
問
題
は
、
解
決

の
展
望
も
見
え
ず
、
課
題
が
山
積
し
て
い

ま
す
。

　

野
田
政
権
は
、
大
企
業
に
は
法
人
税
率

の
引
き
下
げ
を
は
か
り
、
国
民
に
は
「
社

会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
の
名
目
で
消

費
税
増
税
と
社
会
保
障
の
切
り
捨
て
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
存
続
、
普
天
間
基

地
の
辺
野
古
移
設
の
強
行
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環

太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）
参
加
、
比
例
８０

議
席
削
減
な
ど
、
国
民
の
願
い
に
反
す
る

政
策
を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
会
は
昨
年
の
総
会
で
役
員
の
８
人
が

入
れ
替
わ
り
、
幹
事
会
で
の
議
論
を
軸
に

方
針
の
具
体
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

健
康
講
座
は
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
通
じ
て

会
員
の
仲
間
づ
く
り
や
交
流
が
進
み
ま
し

た
。
ま
た
、『
会
報
』
の
定
期
発
行
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
く
ら
し
を
守
る
と
り
く
み
で

は
、
高
齢
期
運
動
や
「
九
条
の
会
」
の
と

２
０
１
１
年
度
経
過
及
び
決
算
・
監
査
報
告

〈
第
１
号
議
案
〉

り
く
み
へ
の
参
加
、「
社
会
保
障
の
充
実

を
求
め
る
署
名
」「
安
全
・
安
心
の
医
療
・

介
護
の
実
現
署
名
」
を
進
め
、
多
く
の
会

員
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

会
員
拡
大
で
は
、
２
０
１
１
年
度
の
新
規

加
入
者
は
昨
年
度
を
若
干
上
回
り
ま
し
た

が
、
会
員
数
は
横
ば
い
で
す
。
引
き
続
き

神
奈
川
県
職
労
連
と
連
携
し
、
加
入
の
働

き
か
け
を
強
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ⅱ　

活
動
報
告

１　

趣
味
を
生
か
し
た
文
化
・
レ
ク
活
動

①
こ
だ
ま
会
の
と
り
く
み

　

レ
ク
活
動
は
、
次
の
五
つ
の
実
施
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
。
新
し
く
「
こ
だ
ま
サ
ロ

ン
」
を
毎
月
最
終
木
曜
日
に
県
民
セ
ン

タ
ー
で
開
設
し
ま
し
た
が
、
出
席
者
が
限

定
し
て
い
る
な
ど
で
検
討
が
必
要
で
す
。

○�

「
小
江
戸
か
ら
２１
世
紀
へ

−

春
の
小
旅

行
」浜
離
宮
〜
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー（
４

月
１３
日
・
５
人
）

○�

「
佛
行
寺
に
ツ
ツ
ジ
の
花
と
鎌
倉
山
周

辺
の
新
緑
を
訪
ね
る
」
大
船
周
辺
（
４

月
２５
日
・
１０
人
）

○�

「
カ
ナ
ダ・ウ
イ
ス
ラ
ー
一
週
間
ス
キ
ー

旅
行
」（
１
月
１３
日
〜
１９
日
・
４
人
）

○�

「
早
春
梅
見
ハ
イ
キ
ン
グ
」
小
田
原
曽

我
梅
林
（
２
月
１８
日
・
１６
人
）

○�

「
こ
だ
ま
サ
ロ
ン
」（
１０
月
か
ら
毎
月
最

終
木
曜
日
、
１４
時
〜
１６
時
・
県
民
セ
ン

タ
ー
）

②
趣
味
の
会
の
活
動

○
俳
句
サ
ー
ク
ル
「
こ
だ
ま
句
会
」

　

定
例
句
会
は
毎
月
第
２
木
曜
日
。
吟
行

は
、「
秦
野
の
白
泉
寺
・
戸
川
公
園
」（
４

月
５
日
）、「
小
田
原
曽
我
梅
林
」（
２
月

１８
日
）、「
相
模
原
・
か
た
く
り
の
里
」（
３

月
８
日
）。
他
に
、「
明
治
大
学
平
和
教
育

登
戸
研
究
所
資
料
館
」
な
ど
他
の
句
会
と

交
流
。「
手
作
り
文
化
祭
」
へ
は
短
冊
出

品
１７
人
。『
合
同
句
集
こ
だ
ま
』
第
３
集

を
発
行
（
１２
年
５
月
）
し
ま
し
た
。

○
囲
碁
同
好
会

　

毎
月
第
１
日
曜
１２
時
か
ら
藤
沢
の
「
囲

碁
サ
ロ
ン
」
で
実
施
。

○
歴
史
教
室

　

講
義
「
頼
朝
の
旗
上
げ
と
三
浦
氏
の
決

意
」（
６
月
１３
日
）

　

散
策
「
東
京
・
雑
司
が
谷
墓
地
と
護
国

寺
」
を
訪
ね
る
（
９
月
１２
日
）

　

散
策
「
一
の
宮
・
寒
川
神
社
」
を
訪
ね

る
（
１１
月
１４
日
）

　

散
策
「
能
見
台
か
ら
歴
史
の
道

−

称
名

寺
・
金
沢
文
庫
な
ど
」
を
訪
ね
る
（
３
月

１５
日
）

○
食
文
化
を
楽
し
む
会
・
薬
膳
料
理

　
「
夏
を
の
り
き
る
薬
膳
料
理
」（
７
月
２８

日
）「
風
邪
予
防
の
薬
膳
料
理
」（
１１
月
２４
日
）

③�
神
奈
川
自
治
労
連
退
職
者
会
「
手
づ
く

り
文
化
祭
」

　

横
浜
市
従
会
館
で
１１
月
２３
日
に
開
催
。

当
会
か
ら
は
油
絵
、
水
彩
画
、
写
真
、
俳

句
、
ビ
ー
ズ
手
芸
、
紙
飛
行
機
模
型
、
演

芸
な
ど
に
参
加
し
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。

２　
「
長
寿
祝
い
制
度
」
新
設
に
つ
い
て

　

定
期
総
会
や
幹
事
会
で
議
論
さ
れ
た

「
長
寿
祝
い
制
度
の
新
設
と
弔
慰
金
制
度

廃
止
」
の
問
題
は
、
昨
年
１０
月
の
幹
事
会

で
案
を
決
め
、１
月
発
行
の
会
報
に
（
案
）

を
載
せ
、
ハ
ガ
キ
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
２
月
５
日
締
切
り
で
３
９

８
通
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
内
訳
は
、

①
幹
事
会
提
案
の
「
長
寿
祝
い
制
度
の
新

設
と
弔
慰
金
制
度
廃
止（
案
）」
に
賛
成
２

５
４
、
②
「
従
来
ど
お
り
弔
慰
金
制
度
と

す
る
が
、
弔
慰
金
額
は
３
千
円
と
す
る
」

１４
、
③
「
弔
慰
金
制
度
も
長
寿
祝
い
制
度

も
な
く
て
よ
い
」
１
１
１
、④
「
そ
の
他
」

（
意
見
）
１３
、⑤
「
無
回
答
」
６
で
し
た
。

「
意
見
」
に
は
「
経
過
措
置
は
い
ら
な
い
」

な
ど
あ
り
ま
し
た
が
、
幹
事
会
提
案
へ
の

賛
同
が
大
勢
を
占
め
た
こ
と
か
ら
、
原
案

通
り
総
会
で
提
案
す
る
こ
と
を
幹
事
会
で

確
認
し
ま
し
た
。

Ⅲ　

会
員
の
加
入
状
況
と
会
の
運
営

１
、
会
員
拡
大
の
と
り
く
み

　

会
員
数
は
２
０
１
２
年
３
月
末
現
在

１
、
３
２
９
人
。
２
０
１
１
年
度
の
加
入

者
は
３５
人
（
終
身
会
員
２９
人
、
年
会
費
会

員
６
人
、
前
年
度
は
計
２９
人
）。
加
入
の

働
き
か
け
は
、
県
の
退
職
者
説
明
会
４
回

（
２
月
上
旬
〜
３
月
下
旬
）
と
県
職
労
各

支
部
の「
退
職
者
慰
労
の
集
い
」で
実
施
。

ま
た
、
火
災
共
済
の
更
新
手
続
き
の
際
、

加
入
資
料
を
同
封
し
て
、
加
入
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。
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２
、
会
の
運
営

　

幹
事
会
を
７
回
、
四
役
事
務
局
会
議
を

毎
月
１
回
、
事
務
作
業
は
毎
週
火
曜
日
に

集
中
し
て
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、
法
律
相

談
が
１
件
あ
り
ま
し
た
。

３
、『
会
報
』
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
充
実

　
『
こ
だ
ま
会
報
』
は
年
金
、
医
療
な
ど

の
情
報
を
は
じ
め
趣
味
活
動
や
高
齢
期
運

動
の
と
り
く
み
な
ど
を
掲
載
し
、
年
４
回

（
９２
号
〜
９５
号
）
Ａ
４
版
（
８
ペ
ー
ジ
〜

１６
ペ
ー
ジ
）
で
発
行
。
会
員
が
多
く
登
場

す
る
『
会
報
』
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、発
行
し
た
『
会
報
』

や
行
事
案
内
な
ど
を
掲
載
。
ま
た
、
そ
の

速
報
性
を
生
か
し
た
情
報
提
供
を
し
て
い

ま
す
。会
員
か
ら
の
季
節
の
便
り
や
写
真
、

地
域
の
話
題
な
ど
も
発
信
し
て
い
ま
す
。

４
、�

高
齢
期
運
動
な
ど
、
く
ら
し
と
平
和

を
守
る
と
り
く
み

①
全
国
自
治
体
退
職
者
会
連
絡
会

　

第
１４
回
定
期
総
会
が
８
月
２０
日
、
静
岡

市
で
開
か
れ
２９
の
退
職
者
会
、
４７
人
が
参

加
。
当
会
か
ら
は
全
国
連
絡
会
事
務
局
次

長
・
加
藤
利
秋
さ
ん
を
含
め
６
人
が
出
席
。

　

総
会
は
被
災
地
岩
手
県
大
船
渡
市
か
ら

の
報
告
が
あ
り
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興

支
援
・
原
発
問
題
が
中
心
に
な
り
ま
し
た
。

当
会
か
ら
は
、
今
期
８
人
の
役
員
交
代
が

あ
っ
た
こ
と
、
会
員
の
絆
を
つ
く
る
上
で

の
『
会
報
』
の
役
割
、
組
織
拡
大
・
強
化

な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
３
月
２２
日
に
は
厚
生
労
働
省
と

年
金
、
介
護
保
険
、
国
民
健
康
保
険
制
度

な
ど
の
要
求
を
提
出
し
、交
渉
し
ま
し
た
。

②
神
奈
川
自
治
労
連
退
職
者
会

　

定
期
総
会
が
１０
月
１９
日
、
横
浜
市
従
会

館
で
開
か
れ
、
交
流
し
あ
い
ま
し
た
。
当

会
か
ら
は
役
員
と
し
て
会
長
に
加
瀬
文
隆

さ
ん
、
事
務
局
次
長
に
青
沼
慶
祐
さ
ん
、

幹
事
に
山
本
裕
さ
ん
と
小
島
八
重
子
さ

ん
、
監
査
に
酒
井
道
生
さ
ん
を
派
遣
し
て

い
ま
す
。「
手
づ
く
り
文
化
祭
」（
１１
月
２３

日
）
に
は
、
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
奮
闘
し
ま
し
た
。

③
日
本
高
齢
者
大
会

　
「
第
２５
回
日
本
高
齢
者
大
会
in
青
森
」

（
９
月
１２
日
〜
１３
日
）
に
代
表
１
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
国
民
健
康
保
険

と
高
齢
者
医
療
制
度
、
介
護
保
険
制
度
の

改
悪
な
ど
の
問
題
で
論
議
を
深
め
ま
し
た
。

④
神
奈
川
高
齢
期
運
動
連
絡
会

　
「
地
域
と
仲
間
の
連
帯
で
孤
独
死
を
防

ぎ
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
ま
ち
づ
く

り
を
」な
ど
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、第
７
回「
輝

け
高
齢
期
か
な
が
わ
の
つ
ど
い
」（
１１
月
２１

日
・
横
須
賀
）
に
４
人
参
加
し
ま
し
た
。

⑤
神
奈
川
県
職
員
九
条
の
会

　

１１
月
１３
日
の「
か
な
が
わ
九
条
ま
つ
り
」

（
関
内
大
通
公
園
）
や
、
１２
月
１０
日
の
県

職
員
九
条
の
会
の
６
周
年
記
念
「
平
和
の

集
い
」（
開
港
記
念
会
館
）
―
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
綿
井
健
陽
さ
ん
が
、「
福
島
第

一
原
発
取
材
の
現
場
か
ら
」
と
題
し
て
講

演
―
な
ど
の
と
り
く
み
へ
の
参
加
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

⑥
署
名
の
と
り
く
み

　
「
社
会
保
障
の
充
実
を
求
め
る
署
名
」

と
「
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現

署
名
」
の
署
名
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
短

期
間
の
う
ち
に
、
前
者
は
１
９
１
筆
、
後

者
は
２
４
１
筆
寄
せ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
政

府
関
係
機
関
に
届
け
ま
し
た
。

会計監査報告
２０１２年４月１７日

神奈川県職労連退職者こだま会
代表幹事　加瀬　文隆　殿

　２０１２年４月１７日、こだま会事務室に
おいて２０１１年度一般会計及び２０１１年度
積立金会計について、それぞれの会計
帳簿、支出証拠書類、預金通帳等の監
査を実施したところ、適正に執行され
ていることを認めます。

会計監査　辻村　博　㊞
会計監査　木村武子　㊞

会計監査報告

２０１１年度（平成２３年度）一般会計収支決算書
（２０１１年４月１日〜２０１２年３月３１日）

２０１１年度（平成２３年度）積立金会計収支決算書
（２０１１年４月１日〜２０１２年３月３１日）

支　　　出
項　目 予算額 決算額 摘　要

本年度支出 ５５０，０００ ５００，０００ 一般会計へ
次年度繰越金 １５，７５０，０００ １５，７９３，６９５
合 　 計 １６，３００，０００ １６，２９３，６９５

収　　　入
項　目 予算額 決算額 摘　要

前年度繰越金 １５，７８９，４３２ １５，７８９，４３２
本年度収入 ５１０，５６８ ５０４，２６３

内訳 積立金 （５００，０００）（５００，０００）一般会計から
利 息 （１０，５６８） （４，２６３）

合 　 計 １６，３００，０００ １６，２９３，６９５

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

収　　入
項　目 予算額 決算額 摘　要

年 会 費 ２７２，０００ ２５１，０００ ＠３０００×８３＋＠２０００×１
終 身 会 費 ５００．０００ ８２５，０００ ＠２５０００×３３
県職労連交付金 ６８５，０００ ６８５，０００
共済助成費 １，２００，０００ １，２０５，０８２

雑 収 入 １８３，２６４ ４２，３７２ 祝金・利息・「伝えたい想い」等
積立繰入金 ５５０，０００ ５００，０００ 積立金会計から
寄 付 金 ０ ０
前年度繰越金 ９３９，７３６ ９３９，７３６
合 計 ４，３３０，０００ ４，４４８，１９０

支　　出
項　目 予算額 決算額 摘　要
事 務 局 費 ８５０，０００ ５４５，０５９ 事務運営等

行 動 費 ３５０，０００ １４３，３８０ 高齢者大会・自治労連退職者会総会等

広 報 費 １，１００，０００ １，０２１，１０５「会報」に関わる全費用を計上
総 会 費 ４５０，０００ ２０３，９６０

会 議 費 ４５０，０００ ４７９，６２５ 幹事会・役員選考委員会等
通 信 費 ３８０，０００ ５１，６１５
弔 慰 金 １００，０００ ９５，０００ ＠５０００×１９

負 担 金 ５０，０００ ５０，０００ 神奈川自治労連退職者会
積立繰出金 ５００，０００ ５００，０００ 積立金会計への繰出
予 備 費 １００，０００ ０
次年度繰越金 １，３５８，４４６
合 計 ４，３３０，０００ ４，４４８，１９０

（注）�従来「雑収入」に計上していた総会後のレセプショ
ン等本人負担分を、収入ではなく、レセプション
等経費から差し引いて支払いした。

　　�また、「通信費」に計上していた「会報」の発送費
を「広報費」に計上した。



第　９６　号　（4）２０１２年（平成２４年）６月１日 神奈川県職労連 退職者こだま会報

２
０
１
２
年
度
活
動
方
針
（
案
）

〈
第
２
号
議
案
〉

Ⅰ　

�
私
た
ち
を
と
り
ま
く
情
勢

１　

国
民
の
く
ら
し
と
国
政
の
動
き

○�

民
主
党
政
権
は
、
大
震
災
と
原
発
事
故

へ
の
対
応
に
立
ち
遅
れ
る
ば
か
り
か
、

消
費
税
大
増
税
と
年
金
給
付
削
減
・
支

給
開
始
年
齢
引
き
上
げ
な
ど
を
含
む
社

会
保
障
一
体
改
悪
を
押
し
進
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

○�

大
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
・
雇
用
破
壊
の
も

と
で
、
貧
困
と
格
差
が
広
が
り
、
中
小

企
業
の
経
営
困
難
・
地
域
経
済
が
深
刻

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
下

で
の
消
費
税
増
税
は
、日
本
経
済
と
国
・

地
方
の
財
政
危
機
を
一
層
深
刻
に
す
る

も
の
で
す
。

○�

公
務
員
を
巡
っ
て
は
、
国
家
公
務
員
の

賃
金
２
年
間
７
・
８
％
削
減
を
強
行
し
、

地
方
公
務
員
に
対
し
て
も
人
勧
に
基
づ

か
な
い
給
与
削
減
を
迫
っ
て
い
ま
す
。

○�

少
子
高
齢
化
の
問
題
、
国
・
地
方
の
財

政
危
機
な
ど
を
、
国
民
の
生
活
を
支
援

し
、
内
需
拡
大
・
内
需
主
導
経
済
へ
の

転
換
の
方
向
で
打
開
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○�

自
民
党
は
、
憲
法
改
正
原
案
を
示
し
国

会
提
出
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
橋
下
大
阪
市
長
の
職
務
命
令
に
よ

る
職
員
へ
の
思
想
調
査
な
ど
、
平
和
と

思
想
・
信
条
の
自
由
に
対
す
る
攻
撃
も

見
逃
せ
ま
せ
ん
。

２　

神
奈
川
県
政
を
め
ぐ
る
動
き

○�

県
は
３
月
、「
か
な
が
わ
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
（
総
合
計
画
）」
を
決
定
。
２

０
１
２
年
度
予
算
案
は
、
地
震
防
災
対

策
予
算
の
新
規
事
業
は
わ
ず
か
１２
億
５

千
万
と
内
実
を
伴
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
新
た
に
民
間
園
保
育
所
運
営
費
補

助
の
削
減
な
ど
障
害
者
や
子
育
て
に
冷

た
い
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○�

民
営
化
・
人
件
費
削
減
攻
撃
の
も
と
で
、

県
の
行
政
職
員
の
定
数
は
１５
年
間
で
７

１
３
７
人
も
削
減
、
知
事
部
局
の
出
先

機
関
数
は
１
２
７
も
削
減
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
な
る
「
人
件
費
の
抑
制
」
は
、

県
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と
県
政
の
空
洞

化
を
も
た
ら
す
も
の
で
、
容
認
で
き
ま

せ
ん
。

Ⅱ　

活
動
の
基
本
方
向

１　

永
年
、
県
政
に
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験

と
知
識
を
発
揮
し
て
き
た
人
た
ち
が
「
こ

だ
ま
会
」
の
運
動
を
支
え
、
趣
味
を
生
か

し
た
文
化
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の

活
動
に
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。
仲
間
づ
く

り
や
交
流
の
場
を
さ
ら
に
ふ
や
し
、
楽
し

く
実
り
あ
る
活
動
に
し
て
い
き
ま
す
。

２　

高
齢
者
の
安
心
し
た
く
ら
し
の
た

め
に
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
年
金
制
度

を
充
実
す
る
活
動
を
進
め
ま
す
。

３　
「
神
奈
川
県
職
員
九
条
の
会
」
等

と
連
携
し
、
憲
法
９
条
擁
護
の
運
動
を
進

め
ま
す
。

４　

有
利
で
安
心
な
火
災
共
済
・
自
動

車
共
済
・
が
ん
保
険
な
ど
の
福
利
厚
生
事

業
や
、法
律
・
年
金
・
税
金
・
介
護
保
険
・

成
年
後
見
制
度
・
住
宅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

な
ど
、
身
近
な
問
題
で
の
相
談
活
動
を
進

め
ま
す
。
そ
の
際
、
会
員
の
専
門
性
を
生

か
す
な
ど
充
実
さ
せ
ま
す
。

５　

神
奈
川
県
職
労
連
と
の
協
力
・
連

携
を
強
め
、
全
国
自
治
体
退
職
者
連
絡
会

を
は
じ
め
、
県
内
外
の
民
主
団
体
と
協
力

し
て
、
い
の
ち
と
く
ら
し
、
平
和
と
民
主

主
義
を
守
る
運
動
に
参
加
し
ま
す
。

６　

退
職
者
へ
の「
こ
だ
ま
会
」加
入
を

呼
び
か
け
、会
員
拡
大
運
動
を
強
め
ま
す
。

Ⅲ　

活
動
計
画

１　

健
康
講
座
な
ど

　

会
員
の
一
番
の
関
心
事
は
健
康
問
題
で

す
。「
健
康
講
座
」
な
ど
の
学
習
会
を
追

及
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
始
め
た
「
こ
だ

ま
サ
ロ
ン
」
は
、
事
務
局
開
設
日
の
毎
月

最
終
火
曜
日
の
１４
時
〜
１６
時
に
、
県
職
労

連
事
務
所
の
一
角
で
継
続
し
ま
す
。

２　
「
趣
味
の
会
」
な
ど
の
活
動

　

会
員
の
趣
味
を
生
か
し
た
活
動
を
支
援

し
、
充
実
を
図
り
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し

２０１２年度（平成２４年度）一般会計予算（案）
（２０１２年４月１日〜２０１３年３月３１日）

収　　入
項　目 予算額 摘　要

年 会 費 ２５２，０００ ＠３，０００×８４
終 身 会 費 ８００，０００ ＠２５，０００×３２
県職労連交付金 ６８５，０００
共 済 助 成 費 １，２００，０００
雑 収 入 ５０，０００ 祝金・利息等
積立金繰入金 ０
寄 付 金 ０
前年度繰越金 １，３５８，４４６
合 計 ４，３４５，４４６

支　　出
項　目 予算額 摘　要

事 務 局 費 ６００，０００ 事務運営等

行 動 費 ３００，０００
高齢者大会・自治
労連退職者連絡会
総会等

会 報 費 １，１００，０００ 会報発行に関わる全費用
総 会 費 ２５０，０００
会 議 費 ５００，０００ 幹事会・事務局会議
通 信 費 １００，０００
弔 慰 金 １００，０００ ＠５，０００×２０

負 担 金 ５０，０００ 神奈川自治労連退職者会

繰 出 金 ８００，０００ 積立金会計へ（終身会費収入と同額）
予 備 費 １５０，０００
次年度繰越金 ３９５，４４６
合 計 ４，３４５，４４６

（単位：円）（単位：円）

２０１２年度（平成２４年度）積立金会計予算（案）
（２０１２年４月１日〜２０１３年３月３１日）

（単位：円）（単位：円）
支　　出

項　目 予算額 摘　要
本年度支出 ０
次年度繰越金 １６，５９８，６９５
合 　 計 １６，５９８，６９５

収　　入
項　目 予算額 摘　要

前年度繰越金 １５，７９３，６９５
本 年 度 収 入 ８０５，０００

内 訳 積立金 （８００，０００） 一般会計から（終身会費と同じ）
利 息 （５，０００）

合 　 計 １６，５９８，６９５

〈第４号議案〉



（5）　第　９６　号 ２０１２年（平成２４年）６月１日神奈川県職労連 退職者こだま会報

め
る
集
い
、
お
花
見
会
や
み
か
ん
狩
り
な

ど
を
計
画
し
ま
す
。

３�　

保
健
、
医
療
、
福
祉
、
年
金
制
度
な

ど
の
充
実

　

保
健
、
医
療
、
福
祉
、
年
金
制
度
の
充

実
や
、
消
費
税
増
税
反
対
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環

太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）
推
進
反

対
、脱
原
発
な
ど
の
全
国
的
な
課
題
で
は
、

学
習
会
や
署
名
運
動
な
ど
を
、
全
国
の
仲

間
と
と
も
に
と
り
く
み
ま
す
。

４　
「
手
づ
く
り
文
化
祭
」
の
充
実

　

神
奈
川
自
治
労
連
退
職
者
会
主
催
の

「
手
づ
く
り
文
化
祭
」（
毎
年
秋
に
開
催
）

に
多
く
の
会
員
が
出
品
し
、
参
加
で
き
る

よ
う
『
会
報
』
や
『
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』
等

で
周
知
し
、
他
の
退
職
者
会
と
の
交
流
を

深
め
ま
す
。

５　
『
会
報
』『
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』
の
充
実

　
『
こ
だ
ま
会
報
』（
６
月
・
８
月
・
１０
月
・

１
月
発
行
）
は
、
会
員
を
つ
な
ぐ
情
報
源

で
す
。
会
員
が
主
人
公
の
紙
面
を
追
及
し

ま
す
。
日
常
的
に
は
、
情
報
を
相
互
に
提

供
し
あ
う
『
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』
の
役
割
が

重
要
で
す
。
身
近
な
話
題
や
写
真
の
投
稿

な
ど
で
、
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
も
図
り
ま
す
。

６　

会
員
拡
大
運
動

　

神
奈
川
県
職
労
連
（
県
職
労
・
県
病
院

労
組
・
県
公
務
一
般
労
組
）
と
連
携
し
、

早
期
退
職
者
、定
年
退
職
者
、再
任
用
（
再

雇
用
）
退
職
者
に
き
め
細
か
く
対
応
し
、

加
入
を
呼
び
か
け
、「
こ
だ
ま
会
」
を
大

き
く
し
ま
す
。

長
寿
祝
い
制
度
の
新
設
と
弔
慰

金
制
度
廃
止
に
つ
い
て
（
案
）

〈
第
３
号
議
案
〉

　

総
会
で
の
、「
会
員
の
つ
な
が
り
を
強

め
る
た
め
に
は
、
本
人
が
亡
く
な
っ
て
か

ら
の
弔
慰
金
制
度
（
単
身
者
な
ど
把
握
が

困
難
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
）
よ
り
、
生
存
中

の
長
寿
祝
い
制
度
の
方
が
良
い
の
で
は
」

等
の
意
見
を
ふ
ま
え
、
幹
事
会
で
制
度
見

直
し
の
議
論
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
１
年
１０
月
１８
日
の
幹
事
会
で
案

を
ま
と
め
、
１
月
に
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
幹
事
会
案
が
高
率
で

支
持
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
以
下
の
と
お
り

提
案
し
ま
す
（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
経
過

報
告
の
Ⅱ
の
２
に
記
載
）。

１　

長
寿
祝
い
制
度
の
新
設
に
つ
い
て

⑴�

対
象
年
齢
：
７７
歳
（
各
年
度
の
４
月
１

日
時
点
で
満
７７
歳
を
迎
え
た
者
。喜
寿
）

⑵�

対
象
者
：
終
身
会
費
会
員
及
び
年
会
費

会
員
（
た
だ
し
、
年
会
費
会
員
は
会
員

期
間
１０
年
以
上
の
者
）

⑶
祝
い
金
額
等

　

①
３
千
円
相
当
の
記
念
品

　

②
総
会
後
の
懇
親
会
へ
の
無
料
招
待

⑷
制
度
施
行
日
及
び
経
過
措
置

　

①
施
行
日
：
２
０
１
３
年
４
月
１
日

　

②�

経
過
措
置
：
段
階
的
に
７７
歳
に
引
き

下
げ
て
行
く
。（
２
０
１
３
年
度
：

８０
歳
以
上
の
者
。
２
０
１
４
年
度
：

８０
歳
・
７９
歳
・
７８
歳
。
２
０
１
５
年

度
：
７８
歳
・
７７
歳
。
２
０
１
６
年
度
：

７７
歳
）

２　

弔
慰
金
制
度
に
つ
い
て

　

①�

弔
慰
金
制
度
は
、
２
０
１
３
年
３
月

３１
日
を
も
っ
て
廃
止
す
る
。

カ
ナ
ダ
・
ウ
イ
ス
ラ
ー
で
ス
キ
ー
を
満
喫

　

１
月
１３
日
か
ら
１
週
間
、
ス
キ
ー
ツ

ア
ー
で
カ
ナ
ダ
・
ウ
イ
ス
ラ
ー
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
参
加
者
は
４
人
。

　

バ
ン
ク
ー
バ
ー
か
ら
ハ
イ
ウ
エ
ー
で
２

時
間
半
の
ウ
イ
ス
ラ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
は
、
雪

ウ
イ
ス
ラ
ー
が
２
１
８
２
ｍ
。
コ
ー
ス
は

２
０
０
本
以
上
あ
る
北
米
最
大
規
模
。
２

０
１
０
年
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
、
山
岳
競
技
の
会
場
と
な
り

ま
し
た
。

　

ゲ
レ
ン
デ
の
昼
食
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
や

飲
み
物
の
量
は
、日
本
の
倍
か
ら
３
倍
で
、

値
段
は
同
じ
。
午
後
４
時
半
で
リ
フ
ト
や

ゴ
ン
ド
ラ
は
終
了
で
す
。

　

ホ
テ
ル
に
引
き
上
げ
、
ス
ー
パ
ー
に
食

材
、
飲
み
物
の
調
達
に
で
か
け
ま
す
。
探

し
て
い
る
も
の
が
見
つ
か
ら
ず
、
あ
る
物

勝
負
で
調
理
で
す
。
も
た
も
た
し
て
い
る

仲
間
を
見
か
ね
て
料
理
上
手
の
巴
さ
ん
の

腕
が
さ
え
、
ビ
ー
ル
、
ワ
イ
ン
、
ウ
イ
ス

の
中
の
「
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
」
と
い
っ
た

と
こ
ろ
。
お
城

の
よ
う
な
建
物

群
の
あ
る
魅
力

的
な
街
で
す
。

　

ス
キ
ー
場
は

ブ
ラ
ッ
コ
ム
が

２
２
８
４
ｍ
、

キ
ー
と
、
は
か
が
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
原
発
事
故
と
自
然
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
ど
う
す
る
」「
人
類
学
と
ブ

ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
…
」
と
学
術
的
で
深
遠
な

テ
ー
マ
で
ア
フ
タ
ー
ス
キ
ー
の
夜
が
更
け

る
の
で
し
た
。

　

最
後
の
晩
は
、
ビ
レ
ッ
ジ
の
日
本
料
理

屋
で
寿
司
、
天
ぷ
ら
、
餃
子
、
サ
ラ
ダ
に

日
本
酒
、
ビ
ー
ル
で
豪
快
に
打
ち
上
げ
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
一
人
当
た
り
日
本
円
に

し
て
三
千
数
百
円
で
し
た
か
ら
、
円
高
の

影
響
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
に
し
て
も
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
旅

行
な
れ
に
驚
き
ま
し
た
。
巴
さ
ん
の
パ
ス

ポ
ー
ト
は
海
外
の
ス
タ
ン
プ
で
押
す
と
こ

ろ
が
あ
と
わ
ず
か
。
ホ
テ
ル
で
も
買
い
物

で
も
空
港
で
も
一
番
後
ろ
か
ら
く
っ
つ
い

て
、
行
っ
て
き
ま
し
た
。�（
鳥
居
伸
太
郎
）
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会員
紹介
−３４−

チェコのプラハにて（２０１１年）

趣味と友人が支えた
健康� 辻村　博さん　

　

私
は
高
校
の
工
業

化
学
科
を
出
て
、
化

学
会
社
の
工
員
と
し

て
２
年
働
き
、
そ
の

後
、
神
奈
川
県
工
業

試
験
所
の
研
究
職
に
就
き
、
化
学
の
仕
事

を
定
年
ま
で
し
て
き
た
。
そ
の
当
時
は
、

高
卒
で
も
研
究
職
に
な
れ
た
時
代
で
あ

る
。
も
う
５０
年
も
前
の
こ
と
で
、
い
ま
で

は
考
え
ら
れ
な
い
。

　

こ
の
間
、
労
働
組
合
の
役
員
と
し
て
、

分
会
・
支
部
を
中
心
に
活
動
し
、
と

く
に
１
９
９
０
年
前
後
の
時
期
、
労

働
組
合
の
路
線
選
択
で
は
苦
労
し
た
。

◉��

夜
間
大
学
で
は
化
学
を
学
ぶ
と

と
も
に
山
岳
部
に
所
属

　

夜
学
時
代
は
、
勉
学
と
ク
ラ
ブ
活

動
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
点
で
は
、
若
干
問
題
も
あ
っ
た

け
れ
ど
、
思
い
出
深
い
の
は
、
何
と

い
っ
て
も
山
岳
部
の
活
動
で
あ
る
。

数
多
く
の
山
に
登
っ
た
が
、
そ
の
こ

と
よ
り
も
「
オ
キ
テ
」
を
破
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
留
年
し
な
い

こ
と
が
オ
キ
テ
だ
っ
た
。
先
輩
か
ら
こ
と

あ
る
ご
と
に
、「
我
が
部
で
留
年
し
た
者

は
誰
も
い
な
い
。
辻
村
、
絶
対
に
予
定
ど

お
り
卒
業
し
ろ
よ
。
落
第
な
ど
許
さ
な
い

ぞ
」
と
脅
さ
れ
た
が
、
禁
を
破
っ
て
留
年

し
て
し
ま
っ
た
。

　

従
っ
て
、
後
輩
に
は
山
岳
部
の
「
オ
キ

テ
」
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、留
年
し
た
者
は
い
な
い
よ
う
で
、

賢
明
な
後
輩
た
ち
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

◉�

健
康
を
第
一
に
し
て
い
て
も

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は
登
山
同
様
大
切
な
趣

味
で
、「
こ
だ
ま
会
」
役
員
の
高
木
信
幸

氏
に
は
工
業
試
験
所
入
所
以
来
、
仕
事
も

テ
ニ
ス
も
教
え
て
い
た
だ
き
、い
ま
も「
継

続
は
力
な
り
」
と
続
け
て
い
る
。

　

退
職
後
、
元
気
で
い
ら
れ
た
の
は
２
年

ほ
ど
で
あ
る
。腹
膜
炎
、そ
し
て
６３
歳
の
時
、

直
腸
癌
を
患
い
、
直
腸
全
摘
出
直
後
、
精

神
的
に
不
安
定
に
な
り
「
う
つ
病
」
と
診

断
さ
れ
た
。
精
神
科
に
１
年
通
う
こ
と
に

な
る
。
こ
の
時
、
精
神
的
な
支
え
に
な
っ

た
の
は
、
趣
味
の
テ
ニ
ス
と
工
業
試
験
所

以
来
の
友
人
で
あ
る
。
夢
中
に
な
っ
て
白

球
を
追
い
、
病
の
こ
と
な
ど
一
時
忘
れ
さ
せ

て
く
れ
る
。
汗
を
流
す
こ
と
で
、
夜
も
眠

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
食
事
も
旨
く
い
た

だ
け
る
。そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
回
復
し
た
。

　

い
ま
で
は
、
登
山
も
丹
沢
の
日
帰
り
か

ら
山
小
屋
泊
（
但
し
携
帯
ト
イ
レ
持
参
）

も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
去
年
の
夏
、

北
ア
ル
プ
ス
、
秋
は
北
八
ヶ
岳
の
縦
走
。

山
小
屋
で
の
楽
し
み
は
、
酒
を
酌
み
交
わ

し
、
山
談
義
に
耽
る
こ
と
で
あ
る
。

◉�

最
近
の
こ
と

　

東
日
本
大
震
災
、
東
京
電
力
福
島
第
一

原
発
事
故
か
ら
１０
カ
月
が
過
ぎ
た
今
年
の

１
月
中
旬
、
岩
手
県
宮
古
市
田
老
と
、
福

島
土
湯
温
泉
を
訪
ね
た
。
テ
レ
ビ
の
映
像

か
ら
被
害
の
惨
状
を
知
る
だ
け
で
な
く
、

実
際
に
自
分
の
目
で
見
な
け
れ
ば
と
思
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

　

田
老
へ
は
、
宮
古
か
ら
三
陸
鉄
道
で
行

く
。
ホ
ー
ム
に
降
り
立
つ
と
、
そ
こ
は
瓦

礫
の
山
ま
た
山
。
防
波
堤
の
上
や
周
辺
を

く
ま
な
く
歩
く
。
幾
重
に
も
積
ま
れ
た
自

動
車
の
残
骸
、
家
屋
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

基
礎
だ
け
が
残
る
更
地
な
ど
な
ど
、
震
災

直
後
の
度
々
の
映
像
が
蘇
っ
て
く
る

　

翌
日
、
土
湯
温
泉
へ
。
原
発
事
故
に
よ

る
放
射
線
汚
染
に
さ
ら
さ
れ
、
風
評
被
害

で
客
が
め
っ
き
り
減
り
、
温
泉
地
は
火
が

消
え
た
よ
う
な
有
様
で
あ
っ
た
。
宿
泊
し

た
旅
館
の
主
人
と
女
将
に
聞
く
と
、「
こ

の
辺
は
も
う
放
射
線
量
も
低
く
な
っ
て
い

る
の
に
、
風
評
被
害
で
客
足
も
鈍
り
、
営

業
が
立
ち
行
か
な
い
」「
温
泉
街
は
ど
こ

も
大
変
で
、
大
き
な
ホ
テ
ル
、
旅
館
な
ど

閉
鎖
、
廃
業
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
。

　

当
日
は
老
夫
婦
２
組
と
わ
た
し
の
５
人

の
宿
泊
客
で
あ
っ
た
。

◆
◆
会
員
募
集
中
◆
◆

　

会
員
は
現
在
１７
人
。①
楽
し
い
句
会
、

②
仲
間
づ
く
り
、
③
作
品
の
向
上
を

モ
ッ
ト
ー
に
活
動
。会
員
募
集
中
で
す
。

詳
細
、
問
い
合
わ
せ
は
こ
だ
ま
会
事
務

所
（
０
４
５

−

２
１
２

−

３
１
７
９
）

ま
た
は
井
村
友
彦
さ
ん
（
０
４
６
３

−

８１

−

４
４
９
３
）
ま
で
。

　

俳
句
サ
ー
ク
ル
「
こ
だ
ま
句
会
」
は

５
月
、『
合
同
句
集
こ
だ
ま
』第
３
集（
Ａ

５
版
７２
ペ
ー
ジ
）
を
発
刊
し
ま
し
た
。

表
紙
絵
は
、
こ
だ
ま
会
会
員
・
河
合
幹

彦
さ
ん
の
水
彩
ス
ケ
ッ
チ
『
山
下
公
園

の
イ
ン
ド
水
塔
』
で
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

発
行
は
４
年
ぶ
り
で
、
会
員
の
力
作

２０
句
を
掲
載
。
指
導
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
太
田
土
男
先
生
（
俳
人
協
会
評
議

員
）
か
ら
は
、「
震
災
と
廃
村
と
」
と
題

し
た
２０
句
と
、
会
員
作
品
の
選
評
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
頒
価
３
０
０
円
。

入
手
方
法
は
こ
だ
ま
会
事
務
所
ま
で
。

俳
句
サ
ー
ク
ル
「
こ
だ
ま
句
会
」

『
合
同
句
集
こ
だ
ま
』
第
３
集
を
発
刊

▶�

５
月
に
発
行
し
た

「
こ
だ
ま
」第
３
集

▲�

こ
だ
ま
句
会
の
皆

さ
ん
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●歴史教室（散策）＜第５３回＞
テーマ　東京・港区の文化財を訪ねる
と　き　６月１４日（木）
集　合　ＪＲ「桜木町」駅午前９時
　　　　中央改札口「緑の窓口」附近
会　費　５００円（交通費別）
講　師　中村猪一郎会員
申込先　こだま会事務所０４５（２１２）３１７９
　　　　又は佐藤喜治０４５（３６１）０１１２
●俳句教室
　月例句会（毎月第２木曜日１３時〜）
　６月１４日　７月１２日　
　ところ　県庁本庁舎６階（共用会議室）
　指　導　太田土男先生（俳人協会）
　会　費　５００円
　申込先　こだま会事務所０４５（２１２）３１７９
　　　　　又は井村友彦０４６３（８１）４４９３
●薬膳料理
　と　き　７月２６日（木）１１時〜
　ところ　�横浜市健康福祉センター調

理実習室（ＪＲ桜木町駅前）
　会　費　１８００円
　内　容　夏を乗り切る薬膳料理
　講　師　亀井禎子会員
　申込先　�こだま会事務局０４５（２１２）３１７９

又は山本文子０３（３７２８）２２２７
●囲碁同好会
　月例会（毎月第１日曜日）１２時〜
　場　所　「囲碁サロン」
　　　　　ＪＲ藤沢駅南口そば
　申込先　�こだま会事務所０４５（２１２）３１７９

又は青沼慶祐０４５（７８２）７６６５
●こだまサロン
　日　時　毎月最終火曜日１４時〜１６時
　場　所　�県職労連事務所（県庁本庁

舎６階）
　問合先　こだま会事務所
　　　　　０４５（２１２）３１７９

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と

極
楽
浄
土
だ
っ
た

第５２回
歴史教室
散策

「称名寺」（写真：佐藤嘉治さん）

　

今
回
の
歴
史
散
策
は
３
月
１４
日
、「
能

見
台
か
ら
歴
史
の
道
」。
称
名
寺
や
金
沢

文
庫
な
ど
を
訪
ね
た
。
参
加
者
は
１２
人
。

　

は
じ
め
に

　

鎌
倉
時
代
、北
條
氏
は
執
権
（
副
将
軍
）

と
し
て
鎌
倉
幕
府
を
支
え
た
。
そ
の
支
流

で
あ
る
金
沢
北
條
氏
の
足
跡
を
訪
ね
る
の

が
今
回
の
目
的
で
あ
る
。

　

経　

路

①�

大
寧
寺
：
鎌
倉
時
代
創
建
。
源
範
頼
の

塔
墓
と
小
石
川
養
生
所
の
小
川
笙
船
の

供
養
塔
が
あ
る
。

②�

能
見
堂
跡
：
寛
文
年
間
に
地
蔵
堂
と
し

て
再
興
。
そ
の
後
、火
災
に
よ
り
消
失
。

こ
こ
か
ら
の
景
観
は
金
沢
八
景
の
起

源
。
附
近
一
体
を
能
見
台
と
い
い
、
梅

の
名
所
。

③�

金
沢
文
庫
：
鎌
倉
時
代
、
北
條
実
時
が

創
設
。
実
時
に
次
ぐ
三
代
に
わ
た
り
膨

大
な
書
籍
を
遺
し
た
。

④�

称
名
寺
：
鎌
倉
時
代
の
要
人
、
北
條
実

時
（
金
沢
北
條
氏
の
二
代
目
）
が
創
建

し
た
。
境
内
は
、
春
は
桜
、
秋
は
黄
葉

と
美
し
い
。

⑤�

明
治
憲
法

草
創
の

碑
：
明
治

２０
年
か
ら

伊
藤
博
文

ら
は
、
瀬

戸
で
明
治

憲
法
の
草

案
を
練
っ

た
。

⑥�

旧
伊
藤
博

文
金
沢
別
邸
：
明
治
３１
年
、
伊
藤
博
文

が
野
島
に
建
て
た
明
治
時
代
の
代
表
的

別
荘
建
設
。

⑦�

琵
琶
島
神
社
：
北
條
政
子
が
近
江
国
竹

生
島
明
神
を
勧
請
し
、
立
身
弁
財
天
を

祀
る
。
琵
琶
湖
形
の
小
島
に
あ
る
。

⑧�

瀬
戸
神
社
：
源
頼
朝
が
伊
豆
・
三
島
神

社
を
勧
請
し
、
鎌
倉
の
東
北
の
守
り
神

と
し
た
。
海
神
も
祀
る
。

　

ま
と
め

　

金
沢
北
條
氏
は
実
泰
以
来
、
学
問
に
秀

で
、
武
士
文
書
を
集
め
た
金
沢
文
庫
や
浄

土
庭
園
を
持
つ
称
名
寺
を
遺
し
た
。
金
沢

の
地
は
、
鎌
倉
幕
府
の
東
の
玄
関
口
と
し

て
栄
え
た
。
ま
た
、
平
安
時
代
の
古
道
、

金
沢
道
に
面
し
て
金
沢
八
景
の
景
勝
地
と

し
て
江
戸
、
明
治
時
代
と
繁
栄
し
た
。

　

終
わ
り
に
拙
句

　

能
見
堂
は
る
か
に
霞
む
梅
の
里

　

梅
の
香
に
ト
ン
ネ
ル
抜
け
て
浄
土
か
な

　

琵
琶
島
の
弁
天
様
に
風
寒
し

扶
助
子
（
湯
川　

勉
）

奥津弘久さんの作品

絵 手 紙
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◆
み
な
さ
ん
、
い
か
が
お
過

ご
し
で
す
か
。

◆
「
会
員
紹
介
」
で
辻
村
博

さ
ん
は
「
趣
味
と
友
人
が
支

え
た
健
康
」
を
語
り
、『
早

春
の
梅
見
ハ
イ
キ
ン
グ
』
で

は
偶
然
、
こ
だ
ま
会
会
員
の

ガ
イ
ド
さ
ん
に
遭
遇
。

◆
人
と
人
の
つ
な
が
り
の
大

切
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

◆
こ
だ
ま
会
総
会
で
は
、
交

流
を
深
め
た
い
で
す
ね
。
場

所
・
時
間
が
変
更
に
な
り
ま

し
た
。
お
間
違
い
の
な
い
よ

う
に
。�

〈
鳥
〉

Eメールアドレス　kodama@kensyokurou.ne.jp

こ
だ
ま
俳
壇
（
４
月
）

豚
舎
い
ま
陶
器
工
房
ふ
じ
ざ
く
ら

 

小
川
　
水
草

花
の
雲
物
忘
れ
の
日
多
く
な
り

 

鳥
海
　
敏
雄

会
果
て
て
道
に
や
は
ら
ぐ
桜
か
な

 

石
崎
ひ
ろ
美

わ
れ
こ
こ
に
有
と
ば
か
り
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

 
中
村
　
桂
子

離
れ
て
は
和
し
離
れ
て
は
和
し
花
筏

 

田
中
　
一
男

雪
解
け
て
山
弛
み
け
る
米
所

 

高
橋
　
和
江

花
筏
風
に
押
さ
れ
て
寄
り
道
す

 

横
川
美
代
子

み
ち
の
く
の
膳
に
初
物
ふ
き
の
と
う

 

坂
　
　
　
守

満
開
の
桜
教
会
抱
く
ご
と
く

 

松
尾
佐
知
子

復
興
へ
第
一
球
や
春
疾
風

 

島
田
多
嘉
子

春
嵐
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
は
大
騒
ぎ

 

木
村
　
武
子

さ
く
ら
咲
く
あ
ま
た
の
お
も
い
胸
に
秘
む

 

三
井
　
光
子

三
月
や
今
日
か
ら
ピ
ン
ク
の
セ
ー
タ
ー
着
て

 

鈴
木
志
げ
子

鶯
の
初
鳴
き
な
に
か
ぎ
こ
ち
な
し

 

白
井
保
次
郎

弾
け
そ
う
蕾
ふ
く
ら
む
桜
か
な松

本
　
正
治

犬
ふ
ぐ
り
花
咲
爺
さ
ん
種
蒔
い
た

 

井
村
　
友
彦

甲
斐
駒
の
倒
れ
か
か
れ
る
桜
咲
く

 

太
田
　
土
男

歴
史
の
重
み
を
感
じ
て

−
下
曽
我

　
「
早
春
の
梅
見
ハ
イ
キ
ン
グ
」
を
２
月

１８
日
、
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
１６
人
。

　

御
殿
場
線
下
曽
我
駅
を
降
り
る
と
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
小
田
原
ガ
イ
ド
協
会
の
方
に
声

を
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
方
は
、
な
ん

と
県
職
員
Ｏ
Ｂ
の
西
條
さ
ん
（
こ
だ
ま
会

会
員
）。
も
う
一
人
の
ガ
イ
ド
・
星
野
さ

ん
と
お
二
人
に
案
内
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

◉
富
士
山
が
く
っ
き
り
と

　

１０
時
５０
分
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
開
始
。

寒
さ
が
厳
し
く
梅
は
ま
だ
一
分
咲
き
。
お

天
気
が
よ
く
、
雪
を
か
ぶ
っ
た
富
士
山
が

く
っ
き
り
と
見
え
、
す
が
す
が
し
い
気
分

で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

小
田
原
市
曽
我
の
歴
史
散
歩
（
曽
我
神

社
・
城
前
寺
・
大
雲
寺
・
二
宮
尊
徳
遺
髪

塚
な
ど
）
と
あ
わ
せ
て
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

は
、
歴
史
の
重
み
を
感
じ
さ
せ
る
新
た
な

発
見
も
あ
り
、
印
象
深
い
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

　

説
明
を
聞
き
な
が
ら
２
時
間
３０
分
の
散

策
コ
ー
ス
。
途
中
、
露
店
で
購
入
し
た
お

菓
子
な
ど
を
頬
張
り
な
が
ら
曽
我
梅
林
の

メ
イ
ン
会
場
の
別
所
梅
林
ま
で
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
。
ゴ
ー
ル
の
別
所
梅
林
に
着
い
た
の

は
午
後
１
時
３０
分
で
、
お
昼
の
時
間
を
過

ぎ
て
い
ま
し
た
。
足
も
疲
れ
、
お
な
か
も

空
い
た
の
で
、
お
昼
御
飯
が
お
い
し
く
感

じ
ま
し
た
。

　

下
曽
我
駅
３
時
発
の
御
殿
場
線
に
乗

り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
は
終
了
し
ま
し
た
。

◉
こ
だ
ま
句
会
が
吟
行

　

寒
さ
の
影
響
で
梅
の
鑑
賞
は
あ
ま
り
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
小
田
原
の
歴
史
を

知
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
は
、「
こ
だ
ま
句
会
」

の
皆
さ
ん
が
多
数
参
加
し
、

歩
き
な
が
ら
何
句
も
の
俳
句

を
生
み
出
し
て
い
ま
し
た
。

（
小
島
八
重
子
）

　

吟
行
句
の
高
得
点
句
を
紹

介
し
ま
す
。�

神
木
に
寄
や
ど
り
ぎ揺
れ
る
梅
の
里�

松
尾
佐
知
子

梅
見
客
か
く
も
集
め
て
一
分

咲
き�

三
井
光
子

枯
淡
と
て
枯
草
ほ
ど
に
悟
ら

れ
ず�

小
川
水
草

早春の梅見ハイキング

富士山を背に記念撮影 ２人のガイドさんに案内されて


